
三叉路
まちの案内所休憩所

山の道

歴史の道

海の道

ゲート
まちの入り口案内

トライアングル拠点
既存の街路を拡幅し、
角海家拠点、嘉門家拠点横の通りと
あわせて３本の海のみちと歴史の道をつなぐ横の通り
を整備しトライアング拠点を形成する

歴史の道・まちなかのみち
街並の整備と、お年寄りに優しいヒューマンな
みちづくり。地域内の循環バスや二人乗りの
人力車輪タクシーが走る

浸透性ある歩きやすい歩行スペース

民家敷地の「道」に面するところを緑化する
窓辺には草花、地表には低木と花
伝統ある建物の壁面をライティング、
歩道照明

ゆっくり安心道路

まちなかのシルバーコンビニ
お年寄りの活動、情報交流の場
あちこちにある。

夜も安心賑わいのまちなか通り

三叉路はまちの目印
外壁を古くからの建物の古材を利用して
人にやさし歴史家の誕生
震災で使われなくなった古材利用の住宅や
家具の生産を地場産業の中心へ育てましょう

路地は意外と居心地の良いところ
小さな発見ができる工夫をすると
まちに複雑な奥行きが出て
観光客を楽しませることができる。

三叉路の角々には家や人の表情がある
イベント広場の一角
是非立ち寄ってみてください。

外裏街道整備

旧嘉門家
資料館整備、博物館改築
庭園整備

嘉門家の庭園整備
嘉門家の施設整備

嘉門家の資料館復元
歴史的な街並の復元と
街路の改修

若宮神社参道の整備

天領北前船資料館の外壁に
震災で使われなくなった古材を
貼り付けて人に優しい歴史的な建物へ
再整備する。

北前船サンセットクルーズ
黒島ならではの観光の目玉としよう。 北前船サンセットクルーズをデッキから見送る人々

港の活性化により観光産業の育成を図る
国道を単なる通過地点にしないためには魅力ある
場所が必要です。

港のデッキ

海の道の活用

海岸の活用

歴史と自然の恵みによる環境対応型のまち　
「もったいない」精神

よこの道

山の道

歴史の道

海の道

トライアングル拠点

トライアングル拠点
黒島地区の道路構造
の特徴は海側、山側
、まちなかの３つの
ゾーンの中心軸とし
ての骨格であること
と、海側と山側、ま
ちなかを結ぶ横の道
路とで構成されてこ
とである。
海側とまち中を結ぶ
道路を拡幅し、既存
の角海家、旧嘉門家
横の道路とあわせて
港へ続くトライアン
グル拠点を計画し、
地域コミュニティー
、経済再生、防災の
拠点とした。

道路拡幅

防災と道路構造

道路構造の明確
トライアングル拠点
三叉路案内
ゲート案内
地区拠点整備

山のゾーン

海のゾーン

まちなかゾーン

輪島市におけ
る人々の活動
領域
輪島から世界
への情報発信
・様々な活動
を目的に様々
な人々が輪島
黒島を訪れる
。そのような
まちをつくろ
う。世界

ニューヨーク

環日本海
ロシア、中国、韓国

東京

北前船の歴史と文化

能登の歴史と文化

貿易と国際交流

自然

輪島市と
連担集落

黒島

角海家

情報発信基地

海外からの観光客

能登半島周遊観光
長期滞在型
観光リゾート

地域歴史探求

子供の歴史文化合宿

高齢者と若者の交流

自然探求

癒し探求

街並探求

イベント期待

健康探求

ロンドン

日本

安心安全

産業再生

生活

まちづくり

空間整備

地域の
空間構造の
明確化

生活の活性化

地域コミュニ
ティー
にささえられた
経済の活性化

海のゾーン　産業活性化

街中ゾーン　歴史と生活

山のゾーン　自然と精神性

経済の活性化　地場産業＋観光

コミュニティー　高齢者の交流

歴史文化活動　北前船の情報発信

産業・観光拠点整備　　

交流空間整備　街並整備　三叉路の整備　ゲートの整備
防災広場整備　備蓄倉庫

自然保護　公共拠点整備　自然歩道の整備

名産品　古材を使った住宅・家具　地域の食の普及
北前船サンセットクルーズ　　サイクリング　里山歩き

シルバーコンビニ　循環バス　防災訓練

小学生の研修　北前船シンポジウム

防災　　
トライアングル拠点

街路整備、広場整備、
施設整備により
防災機能の向上を図る

歴史と自然を大切にする
環境対応型のまち

歴史的建造物群
をいかし地域固有の
魅力を育てる

輪島市黒島地区復興まちづくり
１、現状の震災復興への取組みー３ つの目標と総合的な街づくり
「能登半島を代表する歴史的なまちなみ」
平成１ ９年３ 月２５ 
日に発生した能登半島地震は、未曾有の大災害となり、地震発生以来、インフラ
の応急復旧、被災者の仮設住宅の確保、観光業に対する風評被害対策等がおこな
われてきている。石川県の復興プランにおいては、
①安全・安心な暮らしの再建、② 
能登の特色ある産業の再建・復興③持続可能な地域づくり・地域振興といった、
３つの基本的視点に基づき、「持続可能な能登の再生と創造」を目指すとされて
いる。
そのなかで黒島地区では、まちづくり協議会を中心に伝統的建造物群保存地区の
指定に向けた準備を進めるなど、「能登半島を代表する歴史的なまちなみ」とい
う地域の強みを活かし、能登地方の地域振興の核としていく取組みがなされてい
る。

２、今後の重要な方向性― 人材、地域資源の一層の活用による自立的再生
生活の基盤である地場産業を震災以前の姿にもどし、さらに発展させていかなけ
ればならない。そのためには自立した取組みが一層必要であり、地域内もしくは
、周辺都市との関係で、内部で粗利益もしくは税収を生み出す仕組みを作らない
限り、「持続性のある発展」は望めない。したがって、現在取り組んでいる地域
の資産としての歴史的建造物や観光資源の有効活用を一層は図る必要があるとと
もに、高齢者をマイナス要素としないための事業や施設を作る必要がある。
１）高齢者が培ってきた知恵や語り部的な文化資産を生かす施設やイベント。
２）次世代が、同地区に住みつき、一定居住空間が近隣町村へ拡大したとしても
、世代循環が行われるように、インフラを整備する。そのインフラは地元住民だ
けではなく、観光客にも利用できるようにする。
３）季節性、平日と休日などの循環的な曜日による変動も考慮した観光需要の量
と時系列変動を考慮した施設配置・規模検討が必要となる。

３、歴史的街並を生かした総合的なまちづくりー歴史街並み保全・復興活用計画
①北前船文化の息吹景観を感じ、外浦街道に沿う天領と総持寺の門前町を背景に
、遠い時代の息吹を感じ記憶を伝える海港の街の息吹を伝える。
②日本海の風土に根ざした、黒瓦、下見板貼景観の街並みの再生と空室民家を再
生多用途に利用することで、異質建築の進入を防ぐ。
③民家の再利用により文化交流、イベント企画、宿泊滞在、研修交流施設まちづ
くりを実現する。
④日本海に生きる産業と文化を伝える街とする。
⑤地域住民 高齢者にもやさしい防災安全向上を目指す街。

４、街づくりへの提案
１） まちの面的な取組み
①黒島地区を歴史・風土文化を伝え情報発信できる地区として整備する。
地区内へ観光産業案内、産業物産・飲食施設の整備、宿泊滞在施設、交流研修施
設の整備、地域防災避難広場を整備しネットワーク化する。
② 交通網を整備し利便性の向上を図る
２） まちの骨格の明確化
①外浦街道の整備
② 安全な歩行しやすい街路 景観整備、消防車救急車等寄り付きやすい街路整備
③街並み景観整備、歴史文化を感じる街並み景観保存
④三叉路の景観整備、神社参道の整備 緑化推進 やすらぎ空間整備
⑤周辺の自然緑化推進 景観保存
３） 拠点整備
①角海家の整備
③嘉門家整備
④若宮八幡神社、能登天領祭、子供奴振りの伝承
⑤天領祭歴史文化資料 曳山公開展示
４） 日常生活、経済の活性化
① 産業振興をはかる
黒島海岸、港の整備、漁業施設の整備をおこなう。また農作物魚介類市場整備、
地域産業のための産業販売施設拡充をおこなう。
②利便性の向上
生活利便施設、飲食、金融サービス関連施設の拡充をおこなう。
学校、医療、厚生施設、公民館など公共公益福祉施設の整備の拡充をおこなう。
③観光振興
国道２４ ９ 沿線に新しい商業活性化事業を目指し、他方面からの人、車を呼び
込める駐車場、土産店、休憩施設、海を眺めるデッキ、レストラン、レンタル
店舗、北前船のイメージを感じさせるレストハウス等、老若男女が楽しめる海
岸線を創り出す。
地区の出入り口部分に北前船のオブジェ、帆船を設置しゲートを意識させる。
地区で統一したイメージでレンタル店舗、又は自営する。
７町会が特産物など沿線販売する。日本海を展望できる火の見やぐら「階段塔」
を設置する。
地域の高齢者に依る案内ガイド 高齢者に依る事業展開
各町会にある休み処， 交流スペース「地区の情報、軽食コンビニ」
各町会の緑化、草花カラフルロード、歴史資料館、体験店舗、エコカー
夜景「安心道路」建物、路のライトアップ
朝市、縁日、祭り、防犯パトロール、街並み環境を考慮し広告グッツをつくる。
④地域住民 高齢者 障害者に優しい街づくり
町会ごとに交流スペースを設置する
よくある公会堂でなく三十五戸位の単位で、町会の個性、人間性溢れる、
そして自分のため、地域のため役立つ事業として仮称「シルバーコンビニ」
設置する。情報、防災、連絡機能、循環タクシーの乗り場。
地域住民交流できる イベント空間づくり
高齢者居住施設 介護施設 地域交流施設の整備
５） 防災への取組み
防災施設の整備 拡充
６） 北前船寄港の街と連携
各地との連携 、イベント企画、各地の文化 産業 名産品の紹介販売
北前船航路を巡る船旅体験ツアー　京都 大阪 江差 小樽航路
能登半島を巡る北前船体験遊覧　加賀～ 黒島～ 輪島～ 和倉温泉

輪島市黒島地区復興まちづくりコンペ　第１部門歴史文化とみらいのまちづくり黒島
海の道、山の道、歴史の道が織り成す創造のまち　

歴史と自然の恵みによる環境対応型のまち　
　　　　「もったいない」精神


